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１ 活動報告 

 

【４月～６月】(春季)               【７月～９月】(夏季) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１０月～１２月】(秋季)            【１月～３月】(冬季) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・山登りホップ 

・春の自然散策散歩 

・春のお山散策散歩 

・畑作り、芋の苗植え 

・お花プロジェクト 

・梅干し、梅シロップ仕込み 

・よもぎやパセリでおやつづくり 

・春の草花を味わう 

・竹採取 

・川の生き物に触れる 

・昆虫飼育 

・梅シロップの梅でジャム、ドライ梅作り 

・木の枝で蝋燭造り 

・自然物をつかて蝋燭づくり 

・椎茸栽培 

・ドライ柿づくり 

・自然物を使ったリース作り 

・さつまいも収穫、焼き芋 

・山登りステップ 

・自然物を使ったしめ縄作り 

・箇条書きで実施した内容を羅列 

・山登りジャンプ 

・ドライフルーツを作り、コサージュ制作 

・とんど、火でマシュマロを焼いて食べる 

とんどで焼けた落ち葉を堆肥にし、畑作りに使

っていく 

・ゆず湯（足湯） 



活動報告（詳細） 

 

１シーズンにつき最も印象的だった活動のエピソード１つご記入してください。 

エピソードは、活動プロセス、保育者の関わり、子どもの育ちの見取りを端的にお願いします。 

写真は基本 1枚です。 

 

【４月～６月】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【７月～９月】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（写真） 

 

（エピソード記述） 

春の自然物、生き物との出会いを求め、武田山や緑

道へお散歩へ出かけることが楽しい季節。カラスノ

エンドウが膨らんでいるか確かめながら手のひら

いっぱいに収穫しました。爪を引っ掛けて豆を取り

出す過程で、うまくいかないこともありますが、何

度も繰り返し行い、音が鳴った時には喜びもひとし

おです。カラスノエンドウのさやから取り出した豆

を見て、「食べられるのかな？」「前に食べたことあ

るかも」「調べてみる？」と、豆への興味も広がり、

食べられるということを発見しました。ジュンベリ

ーや桑の実、花の蜜など、身近に味わえる植物があ

ることを知っている子どもたちは、新たに食べられ

る植物の存在を知ったのでした。 

（エピソード記述） 

暑さが増してきた季節、少しでも涼しいところを求

め、沢での遊びが盛り上がりました。最初は靴が濡

れないように気を付けていましたが、いつの間にか

靴のまま水の中に入り、涼を取る子どもたち。 

木の枝を使って釣りをしたり生き物を探したり。夢

中になりすぎて時間が過ぎるのもあっという間で

す。自然の中の遊び場は、未知ではありますが、橋

を作ったり、釣り竿を作ったり。あるものを使って

作ったり遊んだりすることの楽しさを満喫しまし

た。 

（写真） 

 



 

【１０月～１２月】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１月～３月】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（エピソード記述） 

今年は、柿やみかんが豊作で、ご近所の方や保護者

様から柿をいただく機会が沢山ありました。柿を使

ってクッキングがしたいね！という話から、干し柿

作りを計画していたのですが、気づいた時には熟し

すぎており、旬のタイミングを逃してしまいまし

た。しかし、またもや柿をいただく機会ありました。

話し合いの結果、ドライ柿を作りたいということに

なり、計画をしました。今度こそタイミングを逃す

まいと早めに取り掛かり、美味しいドライ柿を完成

させることができました。 

包丁を使ったクッキングは今年度、何度も経験して

いることもあり、お手のもの。食べ物には旬のタイ

ミングが大切だということも経験を通して知るこ

とができました。 

（写真） 

 

（エピソード記述） 

年始、とんどを行いました。とんどの準備は、秋ご

ろから始まります。お庭の落ち葉や木の枝をせっせ

と集めます。自然物を使って作ったしめ縄や子ども

たちの書き初めも自分の手でやぐらのなかに入れ

ました。火をつけ、舞い上がる炎は神秘的で、子ど

もたちもしばらく見とれるほど。 

伝統行事を通して、自然物のありがたみに感謝を

し、無病息災を願いました。 

その後は、竹串に刺したマシュマロを自分で炙り、

味わいました。 

火を使った活動を通して、安全な使い方や、どんな

ことに気をつける必要があるのかを知る経験にも

なりました。 

（写真） 

 



２ その他（自然体験活動の実施における今年度のプロセス）※記入必須 

 

 ・ 職員の資質向上について 

お庭の環境づくり（グランドカバーを植える、落ち葉で腐葉土を作るなど） 

お庭整備の時間を設け、体験を通して学ぶ機会を持つ（毎月） 

 

 

 ・ 地域との関わりについて 

お散歩中に地域の方より畑の野菜や果物をいただき給食のメニューに加えたり、 

子どもたちと調理をする 

 

 

 ・ 保護者との関わりについて 

自然物を使ったキャンドル作り（11月） 

自然物を使ってオーナメント作り（12月） 

参加保育でお散歩をする（12月） 

 

 

・ その他 

 

 

 

＊より詳しく活動をアピールしたい施設は、ホームページや SNSの URLをご記入ください。 

 

U R L 

 

 

 

 

 


